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縄
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沖縄で活躍する医師たちを通して

沖縄の医療と臨床研修の魅力を紹介するマガジン『ムルウチナー』。

『ムル』は全部、『ウチナー』は沖縄を意味します。

今号の特集は「沖縄で小児科医になるということ」。

出生率全国1位の沖縄という舞台で奮闘する

“小児医療の挑戦者たち”にスポットを当て、

子どもたちの笑顔を支える医療の魅力をお届けします。

オール沖縄で
医師のキャリアを考えるマガジン
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沖縄で小児科医になるということ
出生率全国1位の沖縄の地で未来を創る子どもたちの
笑顔を守り幸せを追求する、小児医療の挑戦者たち
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病院の垣根を越え、沖縄全体で小児科医を支え、育て、未来を創る

離島・全国・世界で活躍できる真に実力のある小児科医を育成

臨床・研究・教育は三位一体 沖縄の小児医療の“発展”を担う

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 小児部門

沖縄県立北部病院 小児科

沖縄県立宮古病院 小児科 埼玉県立小児医療センター 新生児科

確かな臨床力、高いリサーチマインド、強い専門性を有する優れた小児科医に

障がい児と家族が笑顔になる小児在宅医療の充実を目指して

ムルウチナー検定

沖縄県保健医療介護部長  糸数 公 先生

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 医療部長 兼 新生児内科部長  大城 達男 先生

琉球大学大学院 医学研究科 育成医学（小児科）教授  中西 浩一 先生

琉球大学病院 小児科 小児科専門医プログラム 担当者 周産母子センター 副部長 准教授  吉田 朝秀 先生

沖縄県医師会 理事 / Kukuruきっずクリニック 院長  當間 隆也 先生

専攻医  長谷部 郁 先生 /　　専攻医 那須 寛生 先生 

専門医  比嘉 詠美 先生 /　　専攻医  照屋   勝 先生 

専攻医  與西   涼 先生 /　　専門医 伊元 栄人 先生

〜 沖縄の小児科医〜

〜 沖縄の小児医療を担う医師たち〜
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糸数  公  先生
 Toru Itokazu

沖縄県保健医療介護部長

沖縄県那覇市出身。1990年、自治医科大学
卒業後、沖縄県立中部病院にて臨床研修。
1992年から2年間、小浜診療所に勤務。沖
縄県立中部病院小児科で後期研修。1995
年、座間味診療所に赴任。1997年より公衆
衛生医師として保健所勤務。1999年、国立
公衆衛生院専門課程修了。2007年、沖縄県
福祉保健部健康増進課。感染症担当班長と
して新型インフルエンザ対策室専任チーム
を兼任。2016年、沖縄県保健衛生統括監、
2022年より現職。

沖
縄
県
は
、
人
口
に

占
め
る
15
歳
未
満
の
子

ど
も
の
数
が
16
・
1
％

（
全
国
平
均
11
・
4
％
）

と
全
国
で
最
も
高
い

な
か
、
小
児
科
医
師
の

偏
在
指
標
で
は
全
国

44
位
と
小
児
科
医
不

足
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

「
専
攻
医
も
症
例
数
の

多
い
都
市
部
に
集
中

し
、小
児
科
の“
専
門
医

不
在
”も
起
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、時

間
外
受
診
者
の
割
合
も
全
国
1
位
。
需

要
に
対
し
て
供
給
が
追
い
付
い
て
い
な

い
状
況
で
す
」

沖
縄
県
保
健
医
療
介
護
部
の
糸
数
公

部
長
は
沖
縄
の
小
児
医
療
の
現
状
を
こ

う
語
っ
た
。

糸
数
部
長
は
、
沖
縄
県
立
中
部
病
院

で
小
児
科
の
研
鑽
を
積
ん
だ
後
、
座
間

味
診
療
所
に
赴
任
。
島
の
働
き
盛
り
世

代
が
未
受
診
に
よ
っ
て
病
気
を
発
症
す

る
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、
公
衆
衛

生
医
の
道
に
進
ん
だ
。
2
0
0
9
年
に

は
沖
縄
県
の
結
核
感
染
症
班
長
と
し
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
猛
威
に
も
対

応
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
統
括
監
と
し
て
県

の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
で
陣
頭
指
揮

を
取
り
、記
者
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
感

染
状
況
な
ど
を
毎
日
報
告
し
て
い
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
。

歴 史 か ら 見 え て く る
沖 縄 の 小 児 医 療 の“ 強 み ”

小児科医として離島医療にも従事。その後、公衆衛生医の道に進み、

沖縄の保健医療を支えてきた沖縄県保健医療介護部の糸数公部長に聞く

沖縄の小児医療と、沖縄で小児科医になる意義とは――。

病院の垣根を越え、沖縄全体で
小児科医を支え、育て、未来を創る

Muru Uchina
Muru Uchina

Top  In t e rvi ew

糸数  公  先生  Toru Itokazu医師／沖縄県保健医療介護部長
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沖
縄
県
は
小
児
科
医
不
足
だ
が
、
小

児
医
療
の
質
が
全
国
と
比
べ
て
低
い
わ

け
で
は
な
い
。
沖
縄
の
歴
史
を
振
り
返

る
と
、む
し
ろ“
強
み
”が
見
え
て
く
る
。

「
今
で
は
全
国
で
当
た
り
前
の
よ
う

に
導
入
さ
れ
て
い
る
、E
R
型
救
急
を

組
み
入
れ
た
臨
床
研
修
が
1
9
6
7

年
に
県
立
中
部
病
院
で
ス
タ
ー
ト
。

1
9
7
2
年
に
は
沖
縄
県
小
児
保
健
協

会
が
設
立
さ
れ
、
乳
幼
児
の
集
団
健
診

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
復
帰
時
の

沖
縄
は
医
療
分
野
の
人
材
が
不
足
し
て

お
り
、
各
市
町
村
が
単
独
で
医
師
を
集

め
る
こ
と
が
難
し
く
、集
団
で
の
健
診

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

病
院
医
療
も
充
実
し
て
お
ら
ず
、
公
衆

衛
生
に
力
を
注
い
で
き
た
歴
史
背
景
も

あ
り
、
沖
縄
県
の
小
児
科
医
は
幅
広
い

診
療
能
力
だ
け
で
は
な
く
、
公
衆
衛
生

マ
イ
ン
ド
が
強
い
こ
と
も
特
徴
で
す
」

●

沖
縄
の
医
療
の
歴
史
は
感
染
症
流

行
と
の
闘
い
で
も
あ
っ
た
。
沖

縄
県
で
は
1
9
9
8
年
の
麻

疹
流
行
に
よ
り
9
名
の
乳
幼
児

の
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、

2
0
0
3
年
に「
は
し
か
ゼ
ロ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
感
染

症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
実
施
。

全
国
に
先
駆
け
て
迅
速
な
検
査

シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
。

そ
し
て
2
0
0
6
年
に
は
、

全
国
で
も
数
少
な
い“
こ
ど
も

病
院
”を
併
設
し
た
、沖
縄
県
立
南
部
医

療
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

が
開
院
し
、
沖
縄
の
小
児
医
療
は
大
き

く
前
進
す
る
。

「
小
児
の
重
症
疾
患
も
県
内
で
治
療
が

完
結
で
き
る
よ
う
に
な
り
、2
0
1
6

年
に
は
全
国
10
番
目
と
な
る
小
児
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
」沖

縄
県
は
壮
年
期
の
死
亡
率
が
高
く
、

平
均
寿
命
の
順
位
も
低
下
し
て
い
る
。

母
親
の
喫
煙
や
痩
せ
な
ど
を
原
因
と
す

る
低
体
重
児
の
出
生
率
も
高
い
な
ど
、

医
療
課
題
は
多
い
。
沖
縄
県
で
は
こ
う

し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
当
時
担

当
課
長
と
し
て
、2
0
1
3
年
に「
健

康
長
寿
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
始
動
。

そ
の
一
環
と
し
て
、イ
ラ
ス
ト
を
豊
富

に
使
用
し
た
小
中
学
生
用
の「
次
世
代

の
健
康
づ
く
り
副
読
本
」を
作
成
し
、子

ど
も
の
頃
か
ら
の
健
康
教
育
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
、沖
縄
県
の
医
療
の

歴
史
や
医
療
課
題
に
対
す
る
取

り
組
み
は
、他
県
に
は
な
い
貴
重

な
経
験
の
堆
積
で
あ
り
、沖
縄
独

自
の“
強
み
”で
も
あ
る
。
沖
縄
県

が
抱
え
る
多
く
の
医
療
課
題
や

小
児
科
医
不
足
と
い
う
環
境
も
、

裏
を
返
せ
ば
チ
ャ
ン
ス
の
多
さ

で
あ
り
、
小
児
科
医
と
し
て“
大

い
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
”環
境

に
あ
る
と
言
え
る
。

●

沖
縄
県
で
は
、
小
児
科
医
を

育
成
・
確
保
す
る
た
め
に
、
琉

球
大
学
の
地
域
枠
や
修
学
資
金

の
貸
与
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
も
推
奨
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
児
救
急
適
正
受
診
の

た
め
の
「
小
児
救
急
電
話
相
談

事
業（
#
8
0
0
0
）」
の
実
施
、

2
0
2
4
年
に
は
適
正
受
診
を
県

民
に
呼
び
か
け
る
記
者
会
見
を
行

い
、「
#
8
0
0
0
公
式
L
I
N
E

ア
カ
ウ
ン
ト
」を
開
設
し
利
用
促

進
を
図
る
な
ど
、県
民
へ
の
発
信
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
小
児
科
医
を
目
指
す
医
師

に
と
っ
て
沖
縄
県
は“
心
強
い
環
境
”に

あ
る
こ
と
も
特
徴
だ
。
糸
数
部
長
は
自

信
を
も
っ
て
語
る
。

「
沖
縄
県
は
、
県
内
16
臨
床
研
修
病
院

を
中
心
に
関
係
機
関
が
密
に
連
携
・
協

力
し
合
い
、病
院
の
垣
根
を
越
え
た
オ
ー

ル
沖
縄
で
小
児
科
医
を
育
成
し
て
い
ま

す
。
県
全
体
で
小
児
科
医
を
支
え
、
育

て
る
体
制
に
あ
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
。

安
心
し
て
沖
縄
県
で
小
児
科
医
を
目
指

し
、
公
衆
衛
生
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
た
小

児
科
医
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
」

糸
数
部
長
の
趣
味
は
45
歳
か
ら
始
め

た
ラ
ン
ニ
ン
グ
だ
。
健
康
増
進
を
目
的

に
始
め
た
が
、月
間
走
行
距
離 

1
0
0 

㎞
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
挑
戦
を
続
け

た
結
果
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
ベ

ス
ト
タ
イ
ム
は
3
時
間
51
分
。

4
時
間
以
内
の
完
走
は
サ
ブ
4

と
い
わ
れ
、
一
人
前
ラ
ン
ナ
ー

の
勲
章
だ
。
小
児
科
医
不
足
は

全
国
的
な
課
題
で
も
あ
る
が
、

沖
縄
県
で
は
離
島
や
本
島
北
部

の
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
も
重

要
で
あ
り
、
他
県
と
は
状
況
が

異
な
る
。
小
児
科
医
不
足
の
解

消
は
特
効
薬
の
な
い
難
し
い
挑

戦
だ
。
壁
は
高
い
が
、糸
数
部
長

は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
猛

威
や
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
困
難
な
状
況
も

打
破
し
て
き
た
。

「
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
ま

で
も
健
や
か
で
豊
か
な
人

生
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
小

児
科
医
を
沖
縄
県
全
体
で

支
え
、育
て
、充
実
し
た
医

療
提
供
体
制
の
確
保
を
目

指
す
べ
く
こ
れ
か
ら
も
尽

力
し
て
い
き
た
い
」と
、糸

数
部
長
の
言
葉
に
力
が
こ

も
る
。

未
来
を
創
る
の
は
子
ど

も
た
ち
だ
。
沖
縄
の
小
児

科
医
た
ち
を
支
え
、沖
縄
の

小
児
科
医
を
育
て
る
こ
と

は
沖
縄
の
未
来
を
創
る
こ

と
で
も
あ
る
。
糸
数
部
長

は
未
来
の
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ

て
全
力
で
走
り
続
け
る
。

沖 縄 の“ 心 強 い 環 境 ”で
小 児 科 医 を 目 指 す

課 題 が あ る か ら こ そ
チ ャ レ ン ジ で き る

To
p 

In
te

rv
iew

To
p 

In
te

rv
iew

Q.
A.

糸数先生にとって沖縄とは？

大いにチャレンジできる場所
「沖縄の子どもたちが健やかに成長し、生きがい
に満ちた人生を歩めるように――。副読本『くわっ
ち～さびら』には、そんな願いが込められています」
糸数部長
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病
院
機
能
」「
新
興
感
染

症
対
策
」「
災
害
医
療
拠

点
病
院
機
能
」「
移
行
期

支
援
」と
い
っ
た
、10
も

の
大
き
な
機
能
・
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
小
児

に
関
わ
る
内
科
系
・
外

科
系
の
専
門
科
が
揃
っ

て
お
り
、
幅
広
い
周
産

期
症
例
に
対
応
。
県
内

で
唯
一
、
先
天
性
心
疾

患
の
手
術
が
で
き
る
施

設
で
も
あ
り
、
小
児
の
重
症
患
者
が
県

全
域
か
ら
搬
送
さ
れ
て
く
る
。

小
児
科
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
統
括

責
任
者
で
あ
る
大
城
達
男
先
生
は
、
当

セ
ン
タ
ー
で
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
医

師
像
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
た
。

「
沖
縄
と
い
う
地
理
的
特
性
上
、
小
児

小 児 の 専 門 科 が 充 実 し
高 度 医 療 に も 強 い 病 院
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大城 達男  先生 

 Tatsuo Oshiro

沖縄県立南部医療センター・
こども医療センター
医療部長 兼 新生児内科部長
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離
島
・
全
国
・
世
界
で
活
躍
で
き
る

真
に
実
力
の
あ
る
小
児
科
医
を
育
成

沖
縄
県
立
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

医
療
部
長 
兼 

新
生
児
内
科
部
長

小
児
科
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
統
括
責
任
者

大
城 
達
男 

 

先
生  Tatsuo O

shiro

モットー　
しっかり働きしっかり遊ぶ

趣味

野球、ゴルフ

好きな郷土料理
沖縄そば

沖縄の魅力

自然いっぱい。おおらか
な人が多いです！

オススメのスポット

沖縄全体が観光スポット
みたいなところです！
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医
療
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
県
内
で
完
結
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
当
院

は
県
内
唯
一
の“
こ
ど
も
病
院
”と
し
て

多
方
面
か
ら
の
多
彩
な
患
者
が
集
中
し

て
お
り
、診
断
か
ら
治
療
、退
院
後
の
外

来
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
一
貫
し
て
診
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
う
し
た
環
境
を
活
か
し

沖
縄
県
立
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
・
こ

ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
沖
縄
県
の
南

部
地
区
と
宮
古
・
八
重
山
地
区
な
ど
の

離
島
を
範
囲
と
し
、「
救
命
救
急
医
療
」

「
高
度
・
多
機
能
病
院
機
能
」「
小
児
医
療
」

「
周
産
期
医
療
」「
離
島
・
へ
き
地
医
療
」

「
精
神
身
体
合
併
症
医
療
」「
臨
床
研
修



経
験
。
3
年
目
は
、離
島
・
地
域
の
県
立

病
院
に
て
、
救
急
・
空
輸
を
含
む
搬
送
・

入
院
・
外
来
・
在
宅
連
携
と
い
っ
た
ト
ー

タ
ル
ケ
ア
が
で
き
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト

と
し
て
、“
独
り
立
ち
”の
た
め
の
研
修

を
行
う
。

「
専
門
医
取
得
に
必
要
な
す
べ
て
の
症

例
に
臨
床
暴
露
で
き
、
必
要
手
技
も
十

分
な
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
要
約（
経

験
症
例
レ
ポ
ー
ト
）も
早
め
に
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
、
学
会
発
表
や
論
文
作

成
指
導
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
離
島
・
地

域
研
修
で
困
っ
た
症
例
に
遭
遇
し
て
も
、

同
じ
仲
間
と
し
て
僕
た
ち
に
い
つ
何
時

で
も
連
絡
・
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

決
し
て
一
人
で
悩
む
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ン
タ
ー
制
度

も
導
入
し
、
面
談
で
は
研
修
の
現
状
確

認
だ
け
で
は
な
く
、精
神
的
な
サ
ポ
ー

ト
も
大
事
に
し
て
い

ま
す
」

さ
ら
に
、
当
セ
ン

タ
ー
で
の
専
門
研
修

で
は
、子
ど
も
た
ち
の

“
こ
こ
ろ
の
成
長
”に

関
わ
る
こ
と
も
大
切

に
し
て
お
り
、イ
ベ
ン

ト
に
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
も
特
徴
だ
。

「
ひ
な
祭
り
や
ク
リ

ス
マ
ス
会
、沖
縄
の
冬

の
風
物
詩
で
あ
る
ム
ー

チ
ー
と
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
に
専
攻
医
も
参
加
し
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
の
た
め
に
一
所
懸
命
に
取

り
組
む
。
他
の
病
院
で
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、こ
こ
で
は
イ
ベ
ン
ト
へ
の
力

の
入
れ
方
が
他
病
院
よ
り
も
大
き
い
ん

で
す
」

●

沖
縄
に
は
昔
か
ら
相
互
扶
助

の
精
神
で
あ
る
、“
ゆ
い
ま
ー
る
”

が
根
づ
い
て
お
り
、大
学
病
院
、

県
立
病
院
、
地
域
の
小
児
医
療

病
院
施
設
、
各
医
師
会
が
仲
間

意
識
を
も
ち
、“
沖
縄
は
ひ
と
つ
”

と
い
う
認
識
で
小
児
医
療
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
沖
縄
県
は
病
院
同
士
の
垣
根

も
低
い
。
日
本
の
出
生
人
口
は

70
万
人
を
切
り
、
少
子
化
が
確

実
に
進
ん
で
き
て
い
る
な
か
、

沖
縄
県
の
出
生
率
は
全
国
よ
り
高
く
推

移
し
、子
ど
も
の
数
が
多
い
こ
と
も
特

徴
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
沖
縄
県

は
小
児
科
医
と
し
て
の
研
鑽
や
成
長
に

最
適
な
場
所
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
大

城
先
生
は
胸
を
張
る
。

医
学
生
た
ち
の
間
で
は“
少
子
化
”と

い
う
言
葉
が
独
り
歩
き
を
し
、
小
児
科

希
望
の
医
師
は
全
国
的
に
減
っ
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
未
来
の
社
会
を
担
う

の
は
子
ど
も
た
ち
で
あ
り
、少
子
化
で

あ
っ
て
も
小
児
科
医
の
果
た
す
役
割
や

必
要
性
は
極
め
て
大
き
い
。

「
将
来
、子
ど
も
が
い
な
く
な
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
し
、子
ど
も
た

ち
を
成
人
ま
で
し
っ
か
り
診
て
、大
切

に
育
て
あ
げ
る
か
ら
こ
そ
、未
来
は
連

綿
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。
小
児

か
ら
成
人
へ
の
移
行
期
医
療
も
、
カ
タ

チ
だ
け
の
移
行
で
は
な
く
、子
ど
も
た

ち
が
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、自
律
性
を
重
視
し
た
取
り
組

み
も
重
要
。
小
児
医
療
の
課
題
も

多
く
、少
子
社
会
で
あ
っ
て
も
小

児
科
医
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て

お
り
、や
り
が
い
も
無
限
大
で
す
」

と
、大
城
先
生
の
言
葉
に
力
が
こ

も
る
。

大
城
先
生
の
専
門
は
新
生
児

医
療
だ
。
そ
の
道
に
進
ん
だ
の
は
、

自
身
が
未
熟
児
で
生
ま
れ
て
き

た
こ
と
が
大
き
い
。
大
城
先
生
が

医
師
に
な
っ
た
当
時
は
新
生
児

の
死
亡
率
は
高
く
、ど
う
に
か
し
て
改

善
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。
現
在

は
医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
助
か
る
命
は

増
え
た
が
、
後
遺
症
を
も
つ
新
生
児
も

増
え
た
。
沖
縄
県
は
新
生
児
数
も
多
く
、

大
城
先
生
は
新
生
児
の
将
来
の
た
め
に
、

い
か
に
後
遺
症
な
き
生
存
に
貢
献
で
き

る
か
を
考
え
続
け
て
い
る
。

命
が
助
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、医

療
が
そ
こ
で
終
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

子
ど
も
た
ち
の
長
い
人
生
は
そ
こ
か
ら

始
ま
る
の
だ
か
ら
。
大
城
先
生
は
子
ど

も
た
ち
の
幸
せ
を
追
求
し
、共
に
沖
縄

の
未
来
を
創
る
仲
間
を
育
て
る
。

  “ 島 で 、最 低 1 年 、一 人 で
や れ る 小 児 科 医 ”を 育 て る

小 児 科 医 は 未 来 を 創 り
社 会 を 支 え る 医 師

沖縄県立南部医療センター・
こども医療センター
〒901-1193 沖縄県島尻郡南風原町字新川118-1

TEL：098-888-0123

https://nanbuweb.hosp.pref.okinawa.jp
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た
研
修
に
よ
っ
て
、ど
ん
な
場
所
で
も

活
躍
で
き
る
、ジ
ェ
ネ
ラ
ル
な
実
力
を

も
っ
た
小
児
科
医
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、2
0
0
6
年
の
開

院
以
来
、
93
名
も
の
優
れ
た
小
児
科
医

を
輩
出
し
て
お
り（
2
0
2
4
年
ま
で

の
実
績
）、卒
業
生
は
県
内
の
み
な
ら
ず
、

離
島
や
全
国
、
さ
ら
に
は
世
界
で
活
躍

し
て
い
る
医
師
も
い
る
。

●

当
セ
ン
タ
ー
の
小
児
科
専
門
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
理
念
は
、“
島
で
、最
低
1
年
、一

人
で
や
れ
る
小
児
科
医
を
育
て
る
”だ
。

専
門
研
修
の
最
初
の
2
年
間
は
、
当
セ

ン
タ
ー
に
て
、救
急
、新
生
児
、集
中
治

療
、
各
種
臓
器
専
門
診
療
を
満
遍
な
く
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吉田 朝秀  先生 

Tomohide Yoshida

琉球大学病院 小児科
小児科専門医プログラム 担当者
周産母子センター 副部長 准教授

沖縄県那覇市出身。専門分野は新生児医療。
1995年に琉球大学医学部卒業後、同院で初
期研修を経て埼玉県立小児医療センター未熟
児新生児科に勤務。2001年、琉球大学医学
部附属病院小児科医員、2007年、同病院小
児科助教、2009年、琉球大学大学院医学
研究科博士課程修了、同病院小児科講師、
2013年、周産母子センター副センター長、
2021年、同病院周産母子センター准教授。
日本小児科学会小児科専門医・指導医、日本
周産期・新生児医学会専門医、医学博士

修
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
大
学
病
院
の
強

み
は
、
離
島
だ
け
で
は
完
結
で

き
な
い
疾
患
や
難
病
の
治
療
、

高
度
な
診
療
領
域
も
バ
ラ
ン
ス

よ
く
研
鑽
で
き
、
か
つ
医
療
人

と
し
て
生
涯
学
び
続
け
る
た
め

の
高
い
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を

養
成
で
き
る
こ
と
で
す
」

離
島
研
修
に
つ
い
て
も
、
県

立
病
院
は
専
攻
医
3
年
目
か
ら

だ
が
、
琉
球
大
学
小
児
科
で
も

３
年
目
の
後
半
か
ら
可
能
で
あ

り
、
離
島
で
あ
っ
て
も
学
会
参
加
や
論

文
作
成
の
支
援
は
し
っ
か
り
と
継
続
さ

れ
る
。

「
機
を
見
て
学
位
を
得
る
こ
と
も
、臨

研修バランスの良さが特徴
リサーチマインドも獲得

床
医
、研
究
者
、教
育
者
、リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
医
師
と
し

て
の
深
み
も
生
ま
れ
ま
す
。
学
位
取
得

は
医
療
の
発
展
や
社
会
貢
献
と
い
っ
た

役
割
を
果
た
せ
る
た
め
、
長
期
的
な
視

点
で
見
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
」

さ
ら
に
、
大
学
病
院
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
人
材
が
集
ま
っ
て
お
り
、そ
の
働
き

方
も
多
様
で
あ
る
こ
と
が
特
色
だ
。

「
育
児
な
ど
に
よ
っ
て
臨
床
が
で
き
な

琉
球
大
学
小
児
科
専
門
医
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、県
内
有
数
の
連
携

施
設
や
関
連
施
設
と
相
互
に
連

携
を
図
り
、病
院
機
能
や
特
徴
の

異
な
る
各
施
設
で
の
研
修
を
通

し
て
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
、
救

急
、
二
次
医
療
、
三
次
医
療
、
周

産
期
医
療
、希
少
疾
患
を
も
れ
な

く
経
験
で
き
る
こ
と
が
特
徴
だ
。

琉
球
大
学
の
小
児
科
専
門
医

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者
で
あ
る
吉

田
朝
秀
先
生
は
、大
学
病
院
で
小

児
科
医
を
目
指
す“
強
み
”に
つ

い
て
こ
う
語
っ
た
。

「
沖
縄
県
は
歴
史
的
に
県
立
病
院
で
の

研
修
が
有
名
で
あ
り
、
離
島
で
自
立
し

て
診
療
で
き
る
実
力
を
得
る
優
れ
た
研

確
か
な
臨
床
力
、高
い
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
、

強
い
専
門
性
を
有
す
る
優
れ
た
小
児
科
医
に

琉
球
大
学
病
院 
小
児
科

小
児
科
専
門
医
プ
ロ
グ
ラ
ム 

担
当
者

周
産
母
子
セ
ン
タ
ー 
副
部
長 

准
教
授

吉
田 

朝
秀  
先
生  Tom

ohide Yoshida
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Muru UchinaMuru Uchina

趣味

モットー

各地域の散策、琉球庭園や公園の散策

一意専心

好きなお店
那覇市安謝の「沖縄そば Ajazz（あじゃず）」

OFFの過ごし方

時々バドミントン

オススメのスポット

ホームセンター「メイクマン」
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医局にて兼次拓也医局長と

琉球大学病院
周産母子センター
〒901-2725

沖縄県宜野湾市字喜友名1076番地

TEL:098-894-1301

https://www.hosp.u-ryukyu.ac.jp/

departments/syuusann.html
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の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
』
と
積
極

的
に
手
を
挙
げ
、
将
来
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
テ
ィ
を
早
く
か
ら
意
識

し
て
研
鑽
を
積
ん
で
ほ
し
い
で

す
ね
」

吉
田
先
生
は
周
産
期
専
門
医

で
あ
り
、将
来
、周
産
期
を
サ
ブ
ス

ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
に
考
え
て
い
る
医

師
た
ち
に
向
け
て
、各
周
産
期
施

設
を
複
数
ロ
ー
テ
ー
ト
が
で
き
る

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
描

く
際
に
は
、
医
療
現
場
全
体
を

俯
瞰
し
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

も
不
可
欠
だ
と
吉
田
先
生
は
語
る
。

「
特
に
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
の
確
立

を
目
指
す
場
合
に
は
、
得
ら
れ
た
専
門

性
を
ど
こ
で
還
元
す
る
か
を
重
要
視
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
サ
ブ

ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
を
本
格
的
に
学
び
始

め
る
と
き
は
小
児
科
専
門
医
を
有
し
て

い
る
た
め
、
地
域
医
療
チ
ー
ム
の
重
要

な
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

県
外
や
海
外
で
研
鑽
を
積
む
場
合
に
は
、

自
分
の
抜
け
た
穴
を
埋
め
る
チ
ー
ム
の

支
援
者
も
必
要
。
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
描

く
際
は
、仲
間
と
協
力
し
て
い
く
こ
と

も
不
可
欠
で
す
」

さ
ら
に
吉
田
先
生
は
、常
に“
長
い
目

線
と
高
い
目
線
”を
持
っ
て
研
鑽
を
積

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
る
。

「
い
ま
、目
の
前
の
仕
事
が
自
分

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
て

も
、長
い
目
線
で
み
る
と
将
来
必

要
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
長

い
目
線
で
考
え
、高
い
位
置
か
ら

俯
瞰
し
て
物
事
を
み
て
、常
に
高

み
を
目
指
し
続
け
る
こ
と
。
そ

う
し
た
意
識
を
持
つ
か
持
た
な

い
か
で
、そ
の
先
の
長
い
医
師
人

生
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
」

●

吉
田
先
生
は
沖
縄
県
を“
日
本

の
医
療
課
題
の
縮
図
”だ
と
言
う
。

沖
縄
県
は
、離
島
医
療
だ
け
で
は

な
く
、貧
困
問
題
、不
十
分
な
交
通
イ
ン

フ
ラ
に
よ
る
搬
送
問
題
な
ど
、
日
本
全

国
に
存
在
す
る
医
療
課
題
を
網
羅
し
て

い
る
。
加
え
て
、
沖
縄
県
は
低
体
重
児

や
重
症
出
生
児
も
多
い
。

「
そ
う
し
た
環
境
の
な
か
で
得

ら
れ
る
小
児
科
医
と
し
て
の
実

力
は
、
ど
こ
よ
り
も
幅
広
く
大

き
い
は
ず
」と
、吉
田
先
生
の
言

葉
に
力
が
こ
も
る
。

さ
ら
に
、
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー

に
働
け
る
環
境
も
沖
縄
県
の
大

き
な
魅
力
だ
。

「
学
会
に
参
加
す
る
と
き
な
ど
、

大
学
や
県
、市
中
病
院
と
施
設
の

垣
根
を
越
え
て
懇
親
会
が
開
か

れ
ま
す
。
み
ん
な
顔
見
知
り
で
、

常
日
ご
ろ
連
携
協
力
し
て
い
る

間
柄
な
の
で
仲
が
良
い
。
人
間

関
係
の
良
さ
や
仕
事
の
し
や
す
さ
な
ど
、

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
環
境
も
魅
力
で
す
」

近
年
、
小
児
医
療
の
進
歩
は
目
覚
ま

し
く
、
新
生
児
や
乳
幼
児
期
に
亡
く
な

る
子
ど
も
は
減
り
、か
つ
て
は
不
治
の

病
だ
っ
た
小
児
白
血
病
も
治
る
病
気
と

な
っ
た
。

「
子
ど
も
が
元
気
に
な
る
こ
と
は
、誰

に
と
っ
て
も
幸
せ
な
こ
と
。
小
児
科
医

は
一
日
1
0
0
人
を
診
て
大
変

と
い
う
人
は
い
ま
す
が
、つ
ら
い

と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
。
子
ど

も
が
笑
顔
で
バ
イ
バ
イ
と
手
を

振
っ
て
帰
る
。
未
熟
児
の
退
院

の
先
に
は
80
年
も
の
長
い
人
生

が
あ
る
。
そ
れ
は
僕
に
と
っ
て

何
物
に
も
代
え
難
い
医
師
と
し

て
の
大
き
な
報
酬
で
あ
り
、医
師

人
生
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
」

そ
う
言
っ
て
、吉
田
先
生
は
優

し
い
笑
み
を
こ
ぼ
す
。
小
児
科

医
と
し
て
医
師
人
生
を
歩
む
意

義
は
大
き
く
、や
り
が
い
と
喜
び

は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
。

“ 長 い 目 線 と 高 い 目 線 ”で
医 師 人 生 は 大 き く 変 わ る

沖縄で得られる実力は幅広い
ストレスフリーな環境も魅力

い
状
況
で
も
、
休
業
と
い
う
選
択
肢
だ

け
で
は
な
く
、多
様
な
働
き
方
を
提
案

で
き
る
。
休
業
か
ら
臨
床
復
帰
へ
の
リ

ハ
ビ
リ
に
も
最
適
で
す
。
ま
た
、
琉
球

大
学
小
児
科
で
の
専
門
研
修
は
入
局
を

条
件
に
し
て
い
ま
せ
ん
し
、進
路
の
強

制
も
あ
り
ま
せ
ん
。
専
門
研
修
で
は
医

局
に
入
ら
な
く
と
も
、医
局
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
、
多
様
な
働
き
へ
の
対
応
力

と
い
っ
た
医
局
の
メ
リ
ッ
ト
を
上
手
く

活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

●

沖
縄
県
の
小
児
医
療
は
、
高
い
専
門

性
を
も
っ
た“
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
”が
高

齢
化
し
、
後
継
者
不
足
も
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
だ
が
、後
継
者
不
足
は
、自
ら

が
後
継
者
と
し
て
名
乗
り
出
る
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
る
と
吉
田
先
生
は
言
う
。

「
初
期
研
修
か
ら『
自
分
は
こ
の
分
野
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〜 

沖
縄
の
小
児
科
医 

〜

小
児
科
専
攻
医
で
あ
る
長

谷
部
郁
先
生
は
、
初
期
研
修

か
ら
沖
縄
県
立
南
部
医
療
セ

ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン

タ
ー
で
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
。

医
学
生
時
代
は
、
内
科
か

小
児
科
に
進
む
か
で
迷
っ
て

い
た
と
い
う
長
谷
部
先
生
。

小
児
医
療
を
た
く
さ
ん
経
験
す
る
こ
と

で
、ど
ち
ら
に
進
む
べ
き
か
を
決
断
で

き
る
と
思
い
、
救
急
外
来
で
も
小
児
患

者
が
半
数
を
占
め
る
当
セ
ン
タ
ー
を
初

期
研
修
先
に
選
ん
だ
。

「
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
進
路
に
迷
い
ま
し
た

が
、
阿
嘉
島
や
外
病
院
で
研
修
を
し
た

際
に
大
人
だ
け
を
診
る
機
会
が
あ
り
、

小
児
科
で
し
か
得
ら
れ
な
い
や
り
が
い

や
喜
び
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、小
児

科
に
進
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
」

長
谷
部
先
生
が
感
じ
た
小
児
科
な
ら

で
は
の
魅
力
と
は
何
だ
ろ
う
。

「
成
人
と
は
異
な
り
、子
ど
も
は
治
療

し
て
数
日
後
に
は
見
違
え
る
よ
う
に
元

気
に
な
り
、『
先
生
あ
り
が
と
う
』と
元

気
に
手
を
振
っ
て
帰
っ
て
い
く
。
入
院

し
て
き
た
と
き
は
首
が
す
わ
り
は
じ
め

た
く
ら
い
の
子
ど
も
が
、や
が
て
寝
返

り
を
う
っ
て
、お
座
り
を
す
る
よ
う
に

な
り
、
退
院
後
の
外
来
で
は
歩
く
よ
う

に
な
っ
て
い
る
な
ど
成
長
が
目
に
見
え

て
わ
か
る
。
小
児
科
は
病
気
が
治
る
喜

び
に
加
え
、成
長
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
喜
び
も
あ
る
ん
で
す
」

●

当
セ
ン
タ
ー
は
、救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
を
備
え
、小
児

科
の
各
専
門
分
野
が
揃
う
高

度
多
機
能
病
院
で
あ
る
こ
と

が
特
徴
だ
。

「
救
急
の
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ッ
チ
、

外
来
、そ
し
て
N
I
C
U
や

沖
縄
県
唯
一
の
P
I
C
U

で
は
高
度
な
全
身
管
理
も
経
験
で
き
る
。

県
内
唯
一
の
先
天
性
心
疾
患
の
手
術
が

で
き
る
病
院
で
あ
り
、重
症
例
や
急
性
期

を
診
る
機
会
も
多
い
。
一
次
か
ら
三
次

ま
で
す
べ
て
対
応
し
、か
つ
幅
広
い
年
齢

層
を
経
験
で
き
る
こ
と
が
強
み
で
す
」

加
え
て
専
攻
医
は
初
期
研
修
医
か
ら

の
相
談
も
受
け
る
こ
と
も
多
く
、教
え
る

こ
と
で
自
身
の
学
び
も
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
各
専
門
科
の
医
師
に
も
相
談

し
や
す
く
、雰
囲
気
の
良
さ
も
抜
群
だ
。

「
い
つ
で
も
相
談
で
き
、困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
て
も“
な
ん
と
か
な
る
”環
境
だ

か
ら
、『
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
』と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
る
。
私
は
心
配
性
で
な
か
な
か
前
に

出
ら
れ
な
い
性
格
で
し
た
が
、そ
ん
な

人
で
も
大
丈
夫
で
す
」

さ
ら
に
、長
谷
部
先
生
は
当
セ
ン
タ
ー

で
小
児
科
医
と
し
て
の
研
鑽
を
積
む“
楽

し
さ
”を
、優
し
い
笑
顔
で
こ
う
語
っ
た
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
、

子
ど
も
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、ク
リ
ス

マ
ス
に
は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ダ
ン

ス
を
楽
し
み
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
と
き
は

院
内
の
一
部
を
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仕
様
に
飾

り
、子
ど
も
た
ち
が
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・

ト
リ
ー
ト
と
言
い
な
が
ら
お
菓
子
を
も

ら
い
に
ま
わ
る
。
そ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
大
き
な

魅
力
。
普
段
で
も
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

を
一
緒
に
し
た
り
、子
ど
も
た
ち
と
い

ろ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
楽
し
く
回
診
を

し
た
り
と
、
こ
こ
に
は
小
児
科
医
と
し

て
の
幸
せ
や
喜
び
を
た
く
さ
ん
実
感
で

き
る
環
境
が
あ
る
ん
で
す
」

長
谷
部
先
生
の
子
ど
も
を
見
つ
め
る

優
し
い
笑
顔
の
裏
に
は
、
小
児
科
医
と

し
て
の
確
固
た
る
信
念
と
志
が
あ
る
。

将
来
、長
谷
部
先
生
は
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー

の
道
に
進
も
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

理
由
を
聞
く
と
、「
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ら
一

人
で
も
診
る
こ
と
が
で
き
る
。
医
療
設

備
が
整
っ
て
い
な
い
離
島
や
へ
き
地
で

も
貢
献
で
き
る
か
ら
で
す
」と
、力
強
い

言
葉
が
返
っ
て
き
た
。
沖
縄
の
地
域
医

療
に
は
明
る
い
光
が
差
し
込
ん
で
い
る
。

困っても“なんとかなる”
安心の研修環境

病気を治す喜びと
成長をみる喜びがある
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琉球大学医学部の離島・北部枠を卒業後、
沖縄県立南部医療センター・こども医療セ
ンターにて初期研修。同センターの小児
科専門研修プログラムに進む。

沖縄の離島・へき地医療に
貢献できる小児科医を目指して

#

［出 身 地］ 沖縄県石垣市

［ 出身大学］琉球大学医学部

　　　　　  離島・北部枠（2021年卒）

先生 長谷部 郁

沖縄県立南部医療センター・
こども医療センター
小児部門 専攻医

I n t e r v i e w e eI n t e r v i e w e e

Iku Hasebe
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琉球大学医学部の地域枠を卒業後、沖縄県
立南部医療センター・こども医療センター
にて初期研修。同センターの小児科専門
研修プログラムに進む。

［出 身 地］ 沖縄県那覇市

［ 出身大学］琉球大学医学部地域枠（2022年卒）

先生 那須 寛生 Hiroo Nasu

那
須
寛
生
先
生
が
小
児

科
医
を
目
指
し
た
の
は
、子

ど
も
の
頃
、ア
レ
ル
ギ
ー
体

質
で
か
か
り
つ
け
の
小
児

科
に
通
っ
て
い
た
経
験
が

影
響
し
て
い
る
。

「
小
さ
い
頃
は
病
院
が
怖

く
て
、廊
下
を
逃
げ
回
っ
た

こ
と
も
あ
る（
笑
）。
で
も
、
診
察
後
に

先
生
が
褒
め
て
く
れ
た
り
、治
療
に
つ

い
て
丁
寧
に
説
明
を
し
て
く
れ
た
り
、

注
射
が
全
然
痛
く
な
か
っ
た
り
と
、
先

生
の“
す
ご
さ
”を
中
学
生
く
ら
い
に
な
っ

て
実
感
し
、
小
児
科
医
と
い
う
仕
事
に

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

那
須
先
生
は
沖
縄
県
立
南
部
医
療
セ

ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
で
初

期
研
修
を
行
い
、
小
児
科
の
専
門
研
修

も
引
き
続
き
当
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、救
急
対
応
、N
I
C
U

や
P
I
C
U
で
の
全
身
管
理
、
外
来
で

は
多
彩
な
主
訴
で
受
診
す
る
患
者
の
初

診
か
ら
関
わ
り
、自
分
で
鑑
別
を
挙
げ
、

診
察
、検
査
、フ
ォ
ロ
ー
ま
で
一
貫
し
て

担
当
す
る
。
救
急
や
当
直
で
は
初
期
研

修
医
か
ら
の
コ
ン
サ
ル
ト
を
受
け
る
こ

と
も
多
く
、指
導
を
通
し
て
学
び
を
深

め
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
離
島
に
向
か
う
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
同

乗
を
経
験
し
た
同
期
も
い
ま
す
。
当
院

で
は“
島
で
、最
低
１
年
、一
人
で
や
れ

る
小
児
科
医
を
育
て
る
”と
い
う
研
修

目
標
が
病
院
全
体
の
共
通
認
識
と
し
て

あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
先
生
方
、
そ
し

て
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
み
な
さ
ん
も
教
育

熱
心
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
相
談
で
き
る
環
境
も
大
き
な
魅
力

で
す
」

●

那
須
先
生
が
専
攻
医
に

な
っ
て
半
年
の
頃
。「
け
い

れ
ん
重
積
」で
救
急
搬
送
さ

れ
て
き
た
中
学
生
を
担
当
し

た
。
入
院
後
も
け
い
れ
ん
を

繰
り
返
し
、付
き
添
っ
て
い

た
親
も
不
安
が
強
く
、涙
な

が
ら
に
質
問
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
自
分
の
経
験
や
知

識
不
足
を
痛
感
し
な
が
ら
も
自
分
の
言

葉
で
現
状
や
治
療
方
針
を
説
明
。
一
日

に
何
度
も
回
診
し
、
積
極
的
に
患
者
と

家
族
に
話
し
か
け
た
。

「
な
ん
と
か
回
復
し
、退
院
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、患
者
さ
ん
や
家
族

に
胸
を
張
れ
る
よ
う
、こ
れ
ま
で
以
上

に
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
強
く
思
い

ま
し
た
」

那
須
先
生
は
同
時
に
、
小
児
科
医
と

し
て
の
大
き
な
喜
び
も
経
験
し
た
。
患

者
は
退
院
す
る
際
、お
世
話
に
な
っ
た

医
師
や
看
護
師
た
ち
に
向
け
、
一
人
ひ

と
り
の
印
象
を
添
え
た
手
紙
を
書
い
た
。

患
者
が
那
須
先
生
に
向
け
て
書
い
た

言
葉
は
、『
い
つ
も
朝
早
く
い
て
、夜
遅

く
ま
で
い
る
』

「
け
い
れ
ん
で
つ
ら
い
な
か
、自
分
の

頑
張
り
も
し
っ
か
り
見
て
く
れ
て
い
た

ん
だ
な
と
、す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
」

そ
の
言
葉
は
那
須
先
生
の
大
き
な
原

動
力
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
小
児
科
医

の
や
り
が
い
は
、「
子
ど
も
の
発
達
、成

長
過
程
を
家
族
と
共
に
み
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
」だ
と
、那
須
先
生
は
語
る
。

「
家
族
と
も
深
く
関
わ
る
た
め
、み
ん

な
で
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
て
い
く
と

い
う
連
帯
感
が
あ
り
、
子
ど
も
が
元
気

に
な
っ
た
喜
び
を
み
ん
な
で
共
有
で
き

る
幸
せ
が
あ
る
。
外
来
で
、『
こ
う
い
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
』

と
い
う
家
族
の
言
葉
も
、
小
児
科
医
と

し
て
の
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、幸
せ
な

ん
で
す
よ
ね
」

専
攻
医
は
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
と
模
索
し
、悩
む
こ
と
も
多
い
。
だ
が
、

そ
れ
以
上
に
小
児
科
で
は
喜
び
と
幸
せ

な
瞬
間
を
多
く
経
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
子
ど
も
の
笑
顔
と
い
う
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
え
る
こ
と
も
小
児
科

医
の
特
権
だ
。
那
須
先
生
に
疲
弊
の
色

は
一
切
な
く
、絶
え
ず
明
る
い
笑
顔
が

輝
い
て
い
た
。

離島でも自信を持って
診療できるスキルを得る

小児科医としての喜びを
実感した患者からの手紙

22 喜びと幸せな瞬間を多く経験
子どもの手紙が大きな原動力に

#

か
ら
、『
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
』と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
る
。
私
は
心
配
性
で
な
か
な
か
前
に

出
ら
れ
な
い
性
格
で
し
た
が
、そ
ん
な

人
で
も
大
丈
夫
で
す
」

さ
ら
に
、長
谷
部
先
生
は
当
セ
ン
タ
ー

で
小
児
科
医
と
し
て
の
研
鑽
を
積
む“
楽

し
さ
”を
、優
し
い
笑
顔
で
こ
う
語
っ
た
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
、

子
ど
も
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、ク
リ
ス

マ
ス
に
は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ダ
ン

ス
を
楽
し
み
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
と
き
は

院
内
の
一
部
を
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仕
様
に
飾

り
、子
ど
も
た
ち
が
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・

ト
リ
ー
ト
と
言
い
な
が
ら
お
菓
子
を
も

ら
い
に
ま
わ
る
。
そ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
大
き
な

魅
力
。
普
段
で
も
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

を
一
緒
に
し
た
り
、子
ど
も
た
ち
と
い

ろ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
楽
し
く
回
診
を

し
た
り
と
、
こ
こ
に
は
小
児
科
医
と
し

て
の
幸
せ
や
喜
び
を
た
く
さ
ん
実
感
で

き
る
環
境
が
あ
る
ん
で
す
」

長
谷
部
先
生
の
子
ど
も
を
見
つ
め
る

優
し
い
笑
顔
の
裏
に
は
、
小
児
科
医
と

し
て
の
確
固
た
る
信
念
と
志
が
あ
る
。

将
来
、長
谷
部
先
生
は
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー

の
道
に
進
も
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

理
由
を
聞
く
と
、「
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ら
一

人
で
も
診
る
こ
と
が
で
き
る
。
医
療
設

備
が
整
っ
て
い
な
い
離
島
や
へ
き
地
で

も
貢
献
で
き
る
か
ら
で
す
」と
、力
強
い

言
葉
が
返
っ
て
き
た
。
沖
縄
の
地
域
医

療
に
は
明
る
い
光
が
差
し
込
ん
で
い
る
。

沖縄県立南部医療センター・
こども医療センター 小児部門 専攻医

I n t e r v i e w e eI n t e r v i e w e e

沖縄の魅力

モットー　
感謝の心を忘れずに

住民同士の結びつきが強く、穏
やかでフレンドリーな印象。特
に高齢の方々は医者に感謝して
くださることが多いです。 オススメのイベント

那覇大綱挽

OFFの過ごし方

ドライブ、買い物、
カフェに行って本を読む

好きな郷土料理
タコライス
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の
見
守
り
を
、密
な
地
域
連
携
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
だ
。

「
虐
待
や
特
定
妊
婦
を
早
め
に
ア
セ
ス

メ
ン
ト
し
、必
要
に
応
じ
て
行
政
と
連

携
し
な
が
ら
母
子
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。
さ
ら
に
医
療
的
ケ
ア
児
や
そ
の
家

庭
の
サ
ポ
ー
ト
も
病
院
全
体
、行
政
、地

域
の
保
健
所
、施
設
、訪
問
看
護
、学
校

な
ど
と
連
携
し
て
支
え
る
な
ど
、“
子
ど

も
の
地
域
医
療
”を
色
濃
く
経
験
で
き

る
こ
と
も
特
徴
で
す
」

比
嘉
先
生
は
2
0
1
9
年
に
結
婚
。

現
在
、子
育
て
中
で
は
あ
る
が
、日
中
は

子
ど
も
を
保
育
園
に
預
け
、迎
え
は
夫

が
担
当
。
家
族
の
協
力
も
あ
っ
て
フ
ル

タ
イ
ム
で
勤
務
を
し
て
い
る
。

「
子
育
て
経
験
が
強
み
に
な
る
こ
と
も

小
児
科
の
魅
力
。
親
の
気
持
ち
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
し
、育
児
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
で
き
る
。
子
育
て
を
し
な
が
ら
フ
ル

タ
イ
ム
で
働
き
、当
直
を
月
に
6
回
し

て
い
る
先
生
は
あ
ま
り
い
な
い
と
思
い

ま
す
ね
」と
、比
嘉
先
生
は
笑
う
。
小
児

科
や
地
域
医
療
は
大
変
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
比
嘉
先
生
の
姿
は
そ
れ
と
は

全
く
逆
だ
。

「
ど
の
診
療
科
で
も
、ど
こ
で
働
こ
う

と
も
大
変
な
こ
と
は
あ
る
。
で
も
、
沖

縄
県
で
小
児
科
医
を
選
ん
で
後
悔
し
た

と
い
う
先
生
は
、後
輩
た
ち
に
聞
い
て

も
誰
一
人
い
ま
せ
ん
」

そ
う
力
強
く
語
っ
た
比
嘉
先
生
の
表

情
に
は
、
小
児
科
医
と
し
て
の
自
信
と

誇
り
と
充
実
感
が
満
ち
て
い
た
。

比
嘉
先
生
は
琉
球
大
学
医

学
部
に
地
域
枠
1
期
生
と
し

て
入
学
。
初
期
研
修
は
救
急
搬

送
件
数
が
県
内
有
数
で
あ
り
、

小
児
患
者
数
も
多
い
那
覇
市

立
病
院
で
行
っ
た
。

「
子
ど
も
は
大
人
と
違
い
、治

療
を
す
れ
ば
元
気
に
な
る
こ

と
が
圧
倒
的
に
多
い
。
子
ど
も
た
ち
の
た

く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
小
児

科
の
大
き
な
魅
力
。
初
期
研
修
で
小
児
医

療
を
多
く
経
験
し
た
こ
と
で
、
小
児
科
医

を
目
指
す
気
持
ち
が
よ
り
一
層
強
く
な
り

ま
し
た
」

実
は
、
比
嘉
先
生
は
初
期
研
修
医
時
代

の
2
0
1
6
年
に
、
ム
ル
ウ
チ
ナ
ー
創
刊

号（
1
号
）に
も
登
場
し
て
い
る
。
当
時
か

ら
小
児
医
療
へ
の
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い

た
彼
女
が
、
今
や
地
域
の
小
児
科
医
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
姿
は
、医
師
と
し
て
の

歩
み
の
確
か
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

3
年
目
は
琉
球
大
学
小
児
科
専
門
医
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
入
り
、
関
連
施
設
や
地
域
枠

の
義
務
と
し
て
石
垣
島
の
八
重
山
病
院
な

ど
で
研
鑽
を
積
み
、
小
児
科
専
門
医
を

取
得
。
2
0
2
2
年
か
ら
沖
縄
県
立
北

部
病
院
に
勤
務
し
て
い
る
。

「
沖
縄
で
小
児
科
医
と
し
て
研
鑽
を
積

む
大
き
な
強
み
は
離
島
医
療
を
経
験
で

き
る
こ
と
。
八
重
山
病
院
で
は
、
重
症

患
者
さ
ん
を
本
島
に
送
る
際
は
空
路
し

か
な
く
、迅
速
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

一
般
病
棟
と
N
I
C
U
と
救
急
を
一
晩

の
う
ち
に
一
人
で
診
る
と
い
う
経
験
は

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
若
く
し
て
任

さ
れ
、自
分
で
判
断
す
る
場
面
も
多
く
、

一
人
で
何
で
も
診
る
こ
と
が
で
き
る
実

力
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」

そ
う
し
た“
一
人
で
診
る
”環
境
で
働

く
こ
と
に
、
比
嘉
先
生
は
特
に
不
安
を

感
じ
な
か
っ
た
と
言
う
。

「
沖
縄
県
の
小
児
医
療
の
魅
力
は
、“
良

い
サ
イ
ズ
感
”。
先
生
同
士
の
顔
が
見
え
、

病
院
の
垣
根
を
越
え
て
い
つ
で
も
何
で

も
相
談
が
で
き
る
。
医
療
資
源
の
少
な

い
離
島
環
境
で
あ
っ
て
も
、
安
心
し
て

診
療
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
す
」

●

比
嘉
先
生
が
現
在
勤
務

す
る
県
立
北
部
病
院
は
、沖

縄
本
島
の
半
分
を
占
め
る
北

部
地
域
の
な
か
で
、一
般
小

児
に
お
け
る
唯
一
の
入
院
施

設
を
持
つ
。
24
時
間
体
制
で

小
児
救
急
を
担
う
北
部
地
域

の“
砦
”と
な
る
病
院
で
あ
り
、

新
生
児
対
応
も
行
う
。
さ
ら
に
全
国
的

に
も
珍
し
い
虐
待
対
応
や
特
定
妊
婦
へ

“子どもの地域医療”を
色濃く経験できる場所

沖縄の小児医療は
“良いサイズ感”が魅力

33 小児科は“後悔しない”診療科
子育て経験も強みになる

#

Res idents Story
O K I NAWAO K I NAWA

〜 

沖
縄
の
小
児
科
医 

〜

琉球大学医学部の地域枠1期生。卒業後、
那覇市立病院で初期研修。琉球大学病院
の小児科専門医プログラムに進み、大学の
他、関連施設である那覇市立病院、中頭病
院、さらに地域枠の義務として石垣島の八
重山病院などで研鑽を積む。2022年より
沖縄県立北部病院に勤務。日本小児科学
会小児科専門医

［出 身 地］ 沖縄県島尻郡

［ 出身大学］琉球大学医学部地域枠（2015年卒）

先生 比嘉 詠美
沖縄県立北部病院 小児科 専門医

I n t e r v i e w e eI n t e r v i e w e e

Eimi Higa

趣味

音楽鑑賞
好きな郷土料理

へちまの味噌煮

オススメのイベント

カレーフェス

モットー　

なるべくいつも
笑顔で過ごす

OFFの過ごし方

子どもと遊ぶ、
サブスク鑑賞
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の
見
守
り
を
、密
な
地
域
連
携
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
だ
。

「
虐
待
や
特
定
妊
婦
を
早
め
に
ア
セ
ス

メ
ン
ト
し
、必
要
に
応
じ
て
行
政
と
連

携
し
な
が
ら
母
子
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。
さ
ら
に
医
療
的
ケ
ア
児
や
そ
の
家

庭
の
サ
ポ
ー
ト
も
病
院
全
体
、行
政
、地

域
の
保
健
所
、施
設
、訪
問
看
護
、学
校

な
ど
と
連
携
し
て
支
え
る
な
ど
、“
子
ど

も
の
地
域
医
療
”を
色
濃
く
経
験
で
き

る
こ
と
も
特
徴
で
す
」

比
嘉
先
生
は
2
0
1
9
年
に
結
婚
。

現
在
、子
育
て
中
で
は
あ
る
が
、日
中
は

子
ど
も
を
保
育
園
に
預
け
、迎
え
は
夫

が
担
当
。
家
族
の
協
力
も
あ
っ
て
フ
ル

タ
イ
ム
で
勤
務
を
し
て
い
る
。

「
子
育
て
経
験
が
強
み
に
な
る
こ
と
も

小
児
科
の
魅
力
。
親
の
気
持
ち
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
し
、育
児
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
で
き
る
。
子
育
て
を
し
な
が
ら
フ
ル

タ
イ
ム
で
働
き
、当
直
を
月
に
6
回
し

て
い
る
先
生
は
あ
ま
り
い
な
い
と
思
い

ま
す
ね
」と
、比
嘉
先
生
は
笑
う
。
小
児

科
や
地
域
医
療
は
大
変
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
比
嘉
先
生
の
姿
は
そ
れ
と
は

全
く
逆
だ
。

「
ど
の
診
療
科
で
も
、ど
こ
で
働
こ
う

と
も
大
変
な
こ
と
は
あ
る
。
で
も
、
沖

縄
県
で
小
児
科
医
を
選
ん
で
後
悔
し
た

と
い
う
先
生
は
、後
輩
た
ち
に
聞
い
て

も
誰
一
人
い
ま
せ
ん
」

そ
う
力
強
く
語
っ
た
比
嘉
先
生
の
表

情
に
は
、
小
児
科
医
と
し
て
の
自
信
と

誇
り
と
充
実
感
が
満
ち
て
い
た
。

琉球大学医学部の地域枠を卒業後、初期研
修は琉球大学病院の“たすき掛けコース”
を選択し、沖縄県立南部医療センター・こ
ども医療センターでも経験を積む。同セ
ンターの小児科専門研修プログラムに入
り、2024年に沖縄県立北部病院に赴任。

［出 身 地］ 沖縄県豊見城市

［ 出身大学］琉球大学医学部地域枠（2019年卒）

先生 照屋　勝
沖縄県立北部病院 小児科 専攻医

I n t e r v i e w e eI n t e r v i e w e e

Masaru Teruya

照
屋
勝
先
生
が
小
児
科

医
を
目
指
し
た
の
は
、母
親

が
特
別
支
援
学
校
の
教
諭

だ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

持
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

の
助
け
に
な
り
た
い
と
、

ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

初
期
研
修
は
琉
球
大
学
病
院
の“
た

す
き
掛
け
コ
ー
ス
”を
選
び
、小
児
医
療

に
強
い
沖
縄
県
立
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
・

こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
で
も
経
験
を
積

ん
だ
。
専
門
研
修
は
同
セ
ン
タ
ー
の
小

児
科
専
門
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
進
み
、
専

攻
医
3
年
目
の
離
島
・
地
域
研
修
と
し

て
2
0
2
4
年
か
ら
沖
縄
県
立
北
部
病

院
で
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
。

「
県
立
北
部
病
院
は
、
本
島
の
半
分
の

面
積
を
占
め
る
沖
縄
北
部
の
地
域
医
療

を
支
え
る
中
核
病
院
で
す
。
コ
モ
ン
デ
ィ

ジ
ー
ズ
が
多
い
で
す
が
、
専
門
病
院
に

送
る
必
要
が
あ
る
重
症
例
も
あ
り
、
そ

れ
を
取
り
こ
ぼ
し
で
き
な
い
緊
張
感
も

あ
り
ま
す
」

県
立
北
部
病
院
で
は
、
専
門
治
療
後

や
慢
性
期
の
子
ど
も
の
受
入
れ
、
さ
ら

に
子
ど
も
と
家
族
の
日
常
生
活
を
支
え

る
と
い
う
重
要
な
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

「
た
と
え
ば
、胃
ろ
う
の
子
ど
も
に
は
、

『
な
ん
と
か
口
か
ら
食
べ
さ
せ
た
い
』と

い
う
家
族
の
想
い
も
あ
る
。
そ
れ
を
叶

え
る
た
め
に
は
ど
う
介
入
し
た
ら
い
い

の
か
。
子
ど
も
が
通
う
小
学
校
に
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
、担
任
の
先

生
に
安
全
に
食
べ
る
技
術
を
教
え
る
な

ど
、
制
度
も
含
め
て
い
ろ
ん
な
可
能
性

を
考
え
る
。
小
児
科
は
患
者
本
人
だ
け

で
医
療
が
完
結
す
る
こ
と
は
少
な
く
、

み
ん
な
で
子
ど
も
の
幸
せ
を
創
る
仕
事
。

そ
ん
な
小
児
科
の
醍
醐
味
を
実
感
で
き

る
こ
と
も
当
院
の
魅
力
で
す
」

●

地
域
医
療
の
現
場
で
は
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
に
よ
り
、自

分
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
面
も
多
い
。
そ
れ
は

成
長
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
の
多

さ
で
も
あ
る
。

「
自
分
が
成
し
遂
げ
た
こ
と

で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
も
あ

る
。
経
験
し
て
学
ぶ
か
ら
こ
そ
、
次
に

同
じ
症
例
や
問
題
に
遭
遇
し
た
際
に
は

ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
治
療
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た

ち
の
生
活
や
成
長
を
支
え
る
た
め
の
社

会
制
度
、
地
域
連
携
と
い
っ
た
経
験
も

そ
う
。
こ
こ
で
は
幅
広
く
対
応
で
き
る

問
題
解
決
力
を
も
っ
た
強
い
小
児
科
医

を
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」

照
屋
先
生
に
小
児
科
医
に
と
っ
て
大

事
な
こ
と
を
聞
く
と
、こ
ん
な
答
え
が

返
っ
て
き
た
。

「
子
ど
も
の
笑
顔
を
つ
く
る
こ
と
で
す
」。

そ
う
言
っ
て
、胸
元
に
あ
る
名
札
の
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
延
ば
し
て
み
せ
る
。

「
僕
は
子
ど
も
の
心
を
つ
か
む
一
発
芸

も
大
事
に
し
て
い
る
ん
で
す
。『
こ
れ
あ

げ
る
ね
』と
い
っ
て
名
札
を
子
ど
も
の

目
の
前
に
差
し
出
し
、子
ど
も
が
取
ろ

う
と
す
る
と
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
元
に
戻
る
。

そ
れ
を
見
て
子
ど
も
た
ち
は
す
ご
く
喜

ん
で
く
れ
る
。
そ
の
笑
顔
を
ず
っ
と
守
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
、照
屋
先
生
は

微
笑
む
。

照
屋
先
生
は
、将
来
、小
児
精
神
科
の

道
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
発
達

障
害
は
低
年
齢
で
診
断
さ
れ
る
べ
き
だ

が
、
診
断
の
機
会
な
く
成
人
後
に
苦
し

む
人
々
も
多
い
。

「
早
期
に
診
断
し
、
適
切
な
介
入
を
す

る
こ
と
で
、
成
人
後
の
長
い
人
生
を
苦

し
む
こ
と
な
く
過
ご
す
こ
と
も
で
き
る
。

発
達
障
害
で
困
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
は

多
く
、
児
童
精
神
科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
も

順
番
待
ち
の
状
況
。
小
児
精
神
科
医
は

全
然
足
り
て
い
ま
せ
ん
」

病
気
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
の
、成

人
後
の
長
い
人
生
を
少
し
で
も
豊
か
な

も
の
に
し
て
あ
げ
た
い
。
そ
の
強
い
思

い
で
、
今
日
も
照
屋
先
生
は
病
気
の
子

ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
に
ひ
た
む
き
に

向
き
合
う
。

“生活を支える”ことも
小児科医の大切な役割

子どもの笑顔を守り
豊かな人生を創る

44 “みんなで子どもの幸せを創る”
沖縄には小児科医の醍醐味がある

#

沖縄県立北部病院
〒905-8512 沖縄県名護市大中2丁目12番地3 TEL：0980-52-2719　http://www.hosp.pref.okinawa.jp/hokubu/
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趣味

折り紙、絵画

好きな郷土料理

沖縄そば

モットー　

初志貫徹

OFFの過ごし方
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沖縄の住民の印象は？
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「
地
元
の
小
児
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
先
生
は
、診
察
が
終
わ
っ

た
後
に
子
ど
も
を
く
す
ぐ
っ

た
り
す
る
先
生
で
、と
て
も

人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
将
来
、

そ
う
い
う
先
生
に
な
れ
た
ら

な
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
ん

で
す
」

與
西
涼
先
生
の
出
身
は
石
垣
島
だ
。

島
で
も
活
躍
で
き
る
小
児
科
医
を
目

指
し
、
琉
球
大
学
医
学
部
に
地
域
枠
で

入
学
。
初
期
研
修
は
小
児
医
療
を
多
く

経
験
で
き
る
沖
縄
県
立
南
部
医
療
セ
ン

タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
。

専
門
研
修
も
引
き
続
き
同
セ
ン
タ
ー
の

小
児
科
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
進
み
、

専
攻
医
3
年
目
の
2
0
2
4
年
か
ら
離

島
・
地
域
研
修
と
し
て
沖
縄
県
立
宮
古

病
院
に
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
。

県
立
宮
古
病
院
は
宮
古
群
島
を
支
え

る
地
域
支
援
病
院
で
あ
り
、
軽
症
だ
け

で
な
く
重
症
の
患
者
に
も
対
応
す
る
。

限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
効
率
よ
く
供
給

す
る
た
め
、
地
域
の
医
療
機
関
や
施
設

と
の
連
携
も
密
で
あ
り
、
紹
介
患
者
も

多
い
。
小
児
科
医
は
與
西
先
生
を
含
め
、

わ
ず
か
4
名
だ
。

「
医
療
資
源
が
限
ら
れ
た
環
境
の
な

か
、一
般
小
児
は
も
ち
ろ
ん
、未
熟
児
の

管
理
や
出
生
時
の
対
応
も
行
い
、
子
ど

も
の
成
長
過
程
で
起
き
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
、喘
息
、ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、川

崎
病
の
発
症
な
ど
、
と
に
か
く
幅
広
く

診
る
。
当
直
は
一
人
で
救
急
、
新
生
児

医
療
と
何
か
ら
何
ま
で
自
分
で
診
て
判

断
し
、決
定
す
る
。
自
分
が
主
体
と
な
っ

て
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
環
境
だ
か
ら
、

一
つ
ひ
と
つ
の
経
験
が
確
実
に
自
分
の

力
に
な
る
ん
で
す
」

専
門
研
修
の
最
初
の
2
年
間
で
、
島

で
一
人
で
診
る
準
備
は
整
え
て
き
た
。

だ
か
ら
不
安
は
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
と

與
西
先
生
は
笑
顔
で
語
る
。

「
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
他
の
先
生
に

い
つ
で
も
連
絡
で
き
ま
す
し
、院
外
の

先
生
で
あ
っ
て
も
、
た
と
え
ば
循
環
器

な
ら
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医

療
セ
ン
タ
ー
の
小
児
循
環
器
の
先
生
、

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ら
沖
縄
協

同
病
院
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の

先
生
に
も
相
談
が
で
き
る
。

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
い
た
だ

け
る
の
で
安
心
で
す
」

●

宮
古
島
は
保
健
福
祉
が

充
実
し
て
お
り
、多
職
種
連

携
・
協
働
が
強
固
な
地
域
で

地域の多職種連携も含め
多彩な経験ができる病院

不安なく離島医療に臨む
ことができる研修環境

55

琉球大学医学部の地域枠を卒業後、沖縄県
立南部医療センター・こども医療センター
で初期研修。同センターの小児科専門医
研修プログラムに入り、2024年に沖縄県
立宮古病院に赴任。

宮古島での一つひとつの経験が
小児科医としての大きな力に

#

Res idents Story
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〜 

沖
縄
の
小
児
科
医 

〜

［出 身 地］ 沖縄県石垣市

［ 出身大学］琉球大学医学部

　　　　  　地域枠（2020年卒）

先生 與西　涼
沖縄県立宮古病院 小児科 専攻医

I n t e r v i e w e eI n t e r v i e w e e

Ryo Yonishi

沖縄県立宮古病院
〒906-0013 沖縄県宮古島市平良字下里427-1
TEL：0980-72-3151
https://miyakoweb.hosp.pref.okinawa.jp
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も
あ
る
。
與
西
先
生
は
市
町
村
の
保
健

師
や
福
祉
課
な
ど
と
直
接
や
り
と
り
し

な
が
ら
、
神
経
発
達
障
害
の
子
ど
も
た

ち
に
対
す
る
児
童
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

の
調
整
な
ど
も
行
う
。
宮
古
病
院
で
得

ら
れ
る
経
験
値
は
実
に
幅
広
い
。

「
地
域
の
多
職
種
連
携
も
含
め
、
と
に

か
く
多
彩
な
経
験
が
で
き
る
の
が
宮
古

病
院
。
ど
ん
な
場
所
で
も
活
躍
で
き
る

小
児
科
医
と
し
て
の
実
力
を
獲
得
で
き

ま
す
。
将
来
の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ

を
迷
っ
て
い
る
先
生
に
も
、こ
こ
で
の

経
験
は
非
常
に
有
意
義
な
も
の
に
な
る

と
思
い
ま
す
」

與
西
先
生
が
大
切
に
し
て
い
る
言
葉

が
あ
る
。
そ
れ
は
、“
情
け
は
人
の
為
な

ら
ず
、
巡
り
巡
っ
て
己
が
為
な
り
”だ
。

他
の
人
の
た
め
に
か
け
た
情
け
は
、巡
り

巡
っ
て
自
分
に
返
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
、

人
に
は
無
償
の
情
け
を
か
け
る
こ
と 

―
―
。

「
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
最
大
限
の
努
力

を
惜
し
ま
な
い
。
そ
う
し
て
元
気
に
な
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
、や
が
て
小

児
科
医
を
目
指
し
、
将
来
、
僕
の
子
ど

も
や
孫
の
主
治
医
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
し
、

子
ど
も
た
ち
の
目
に
映
る
、い
ま
の
僕

の
姿
や
言
動
が
沖
縄
県
の
未
来
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
う
と
、よ
り
気
持
ち

が
引
き
締
ま
り
ま
す
よ
ね
」

與
西
先
生
は
沖
縄
の
小
児
医
療
の
未

来
も
見
据
え
て
い
る
。

趣味

動画視聴、喫茶探訪

好きな郷土料理

三枚肉 オススメのスポット

宮古島の来間島！ 橋を渡
るだけで離島らしさをより
感じます！

モットー　

情けは人の為ならず
巡り巡って己が為なり

OFFの過ごし方

妻とカフェ巡り
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消
防
団
員
の
方
々
の
協
力
、
そ
し
て
県

立
北
部
病
院
の
小
児
科
部
長（
佐
々
木

尚
美
先
生
）が
取
り
組
ん
で
き
た“
顔
が

見
え
る
地
域
連
携
”が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

帰
島
は
も
ち
ろ
ん
伊
平
屋
島
で
住
み
続

け
ら
れ
る
環
境
を
実
現
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
」

ち
な
み
に
伊
元
先
生
は
、
同
時
期
に

も
う
一
人
の
医
療
的
ケ
ア
児
の
帰
島
も

実
現
さ
せ
た
。

伊
元
先
生
は
、
地
域
枠
の
義
務
年
限

を
中
断
し
、2
0
2
4
年
か
ら
埼
玉
県

立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
で
研
鑽（
3
年

間
の
予
定
）を
積
ん
で
い
る
。
沖
縄
を
離

れ
る
日
、
空
港
に
は
伊
元
先
生
へ
の
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
プ
レ
ー
ト
を
も
っ
た

患
者
家
族
ら
の
姿
が
あ
っ
た
。

埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、国

内
最
大
規
模
の
総
合
周
産
期
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、新
生
児
の
最
重
症
患

者
が
集
約
さ
れ
、新
生
児
脳
低
温
療
法
と

い
っ
た
特
殊
治
療
の
症
例
も
多
い
。

「
こ
こ
で
得
た
ス
キ
ル
を
沖
縄
の
新
生

児
医
療
に
還
元
し
た
い
で
す
ね
」と
伊

元
先
生
の
表
情
が
輝
く
。
そ
の
真
っ
す

ぐ
な
瞳
に
映
る
の
は
、伊
元
先
生
が
戻
っ

て
く
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
患
者

家
族
や
沖
縄
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
だ
。

「
わ
ず
か
4
0
0
グ
ラ
ム
で

生
ま
れ
た
子
ど
も
が
、や
が

て
歩
け
る
よ
う
に
な
り
、今

度
は
僕
を
め
が
け
て
走
っ
て

き
て
く
れ
る
。
こ
ん
な
に
嬉

し
い
こ
と
は
な
い
で
す
よ
ね
」

現
在
、沖
縄
を
離
れ
、埼
玉

県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の

新
生
児
科
で
学
ぶ
伊
元
栄
人
先
生
か
ら

大
き
な
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。

“
島
医
者
”に
憧
れ
て
地
域
枠
で
琉
球
大

学
に
入
学
。
卒
業
後
は
沖
縄
県
立
中
部
病

院
で
初
期
研
修
と
専
門
研
修
を
行
っ
た
。

「
中
部
病
院
は
ハ
ー
ド
な
研
修
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、経
験
を
重
ね
る
毎
に
で

き
る
こ
と
も
着
実
に
増
え
、ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
実
感
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
」

小
児
科
の
な
か
で
も
新
生
児
医
療
を

専
門
に
し
た
の
は
、
初
期
研
修
2
年
目

に
新
生
児
医
療
を
経
験
し
た
際
、
指
導

医
に
届
い
た
手
紙
に
感
銘
を
受
け
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
。

「
新
生
児
と
し
て
生
ま
れ
た
子
ど
も
が

成
長
し
、
主
治
医
だ
っ
た
指
導
医
に
感

謝
の
手
紙
が
届
く
。
そ
の
手
紙
に
は『
大

き
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
新
生
児
医
療
は
命

の
誕
生
を
支
え
、か
つ
命
の
成
長
に
も

携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ん
な
に
素

敵
な
仕
事
は
な
い
で
す
よ
ね
」

2
0
2
2
年
、伊
元
先
生
は
沖
縄
県
北

部
地
域
で
唯
一
の
小
児
急
性
期
病
院
で

あ
る
沖
縄
県
立
北
部
病
院
に
赴
任
し
た
。

県
立
北
部
病
院
で
は
患
者
家
族
に“
深
く
、

長
く
寄
り
添
う
医
療
”を
学
ん
だ
と
い
う
。

「
医
療
資
源
の
少
な
い
地
域
で
あ
る
た

め
、こ
こ
で
は
退
院
後
も
引
き
続
き
患

者
家
族
に
寄
り
添
い
、支
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
支
援
機

関
や
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
、
虐
待
対

応
や
特
定
妊
婦
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て

い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
こ
こ
ま
で
や
っ

て
い
る
小
児
科
は
全
国
で
も
な
か
な
か

な
い
と
思
い
ま
す
」

●

伊
元
先
生
は
、
県
立
北
部

病
院
で
貴
重
な
経
験
も
し
た
。

県
立
中
部
病
院
時
代
に
担
当

医
と
な
っ
た
24
週
で
出
生
し

た
超
未
熟
児
が
い
た
が
、
県

立
北
部
病
院
に
赴
任
し
て
か

ら
は
主
治
医
と
し
て
在
宅
医

療
の
実
現
を
目
指
し
、
患
者

の
自
宅
の
あ
る
伊
平
屋
島
へ
の
帰
島
に

向
け
て
取
り
組
ん
だ
。
島
は
本
島
か
ら

船
で
80
分
の
場
所
に
あ
り
、
緊
急
事
態

へ
の
対
応
は
難
し
い
。
そ
ん
な
孤
立
型

離
島
に
人
工
呼
吸
器
や
経
管
栄
養
な
ど

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
患
者
を
帰
し
た

前
例
は
な
い
。
全
国
初
の
挑
戦※

だ
っ
た
。

「
母
親
の
、自
宅
に
戻
り
た
い
、伊
平
屋

島
で
育
て
た
い
と
い
う
願
い
を
何
と
し

て
も
叶
え
た
い
と
い
う
一
心
で
、無
我

夢
中
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
当
時
、
伊

平
屋
診
療
所
の
医
師
は
地
域
枠
の
同
期

（
下
地
遼
先
生
）と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

連
携
が
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
こ

と
や
、看
護
師
さ
ん
、島
の
保
健
師
さ
ん
、

命の誕生を支え、
命の成長にも寄り添う

沖縄だからこそ
経験できる医療がある

66

専門分野は新生児医療。琉球大学医学部の
地域枠を卒業後、沖縄県立中部病院の地域
枠・小児科キャリアプログラムにて初期研
修、専門研修を行う。2022年に沖縄県立
北部病院に赴任。2024年より地域枠の規
定の年限を中断し、埼玉県立小児医療セン
ターの新生児科にて研鑽中。日本小児科学
会小児科専門医、NCPRインストラクター

家族の願いを叶えた国内初の挑戦
沖縄には“深く、長く寄り添う”医療がある

#

［出 身 地］ 沖縄県浦添市

［ 出身大学］琉球大学医学部地域枠（2018年卒）

https://www.youtube.com/watch?v=62AXdqjPzy4

※ TBS NEWS DIG Powered by JNN

先生 伊元 栄人 

埼玉県立小児医療センター 新生児科
小児科専門医

I n t e r v i e w e eI n t e r v i e w e e

Eito Imoto

埼玉県立小児医療センター
〒330-8777 埼玉県さいたま市中央区新都心1番地2 TEL：048-601-2200
https://www.saitama-pho.jp/scm-c/

H o s p i t a lH o s p i t a l

空港に見送りにきた
患者家族と

趣味

ゴルフを趣味にしたい
好きなお店

地料理・旬菜「土香る」、沖縄そば「てだこ」

モットー　

なんとかなる

OFFの過ごし方

旅行

沖縄の患者さんの印象は？

治療に協力的で優しい

オススメのスポット

首里城

でも特集されています。ご視聴はこちらから ▶▶▶
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“
多
く
が
集
い
、
力
を
合
わ
せ
、

明
る
く
楽
し
く
”を
目
指
し
て

琉
球
大
学
小
児
科
の
教
授
で
あ
る
中

西
浩
一
先
生
が
目
指
し
て
き
た
医
局
の

姿
は
、“
ゆ
い
ま
ー
る
”の
精
神
だ
。

「
協
働
作
業
を
意
味
す
る“
結
い
”と
、

廻
る
を
意
味
す
る“
ま
ー
る
”。『
多
く
が

集
い
、力
を
合
わ
せ
、明
る
く
楽
し
く
』。

そ
ん
な
医
局
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
」

“
小
児
科
医
は
子
ど
も
の
総
合
医
”で
あ

り
、全
身
を
診
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。
琉

球
大
学
小
児
科
で
は
医
局
員
全
員
が
子

ど
も
た
ち
の
心（
精
神
）や
社
会
性
の
発

達
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、大

学
病
院
と
し
て
専
門
性
を
高
め
て
い
く

こ
と
も
大
切
に
し
て
い
る
。

「
希
少
疾
患
を
一
例
一
例
、
丁
寧
に
診

る
医
療
が
大
学
病
院
の
特
徴
。
さ
ら
に

臨
床
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
病
院
の
使

命
と
し
て
研
究
も
非
常
に
重
要
で
す
」

沖
縄
県
は
歴
史
的
に
県
立
病
院
が
中

心
的
な
役
割
を
担
い
、医
療
と
臨
床
教
育

が
行
わ
れ
て
き
た
背
景
が
あ
る
。
そ
の
な

か
で
研
究
機
関
で
も
あ
る
大
学
病
院
は

医
療
の
持
続
的
な“
発
展
”に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
中
西
先
生
は
語
る
。

「
小
児
科
医
全
員
が
臨

床
だ
け
を
し
て
し
ま
え

ば
小
児
医
療
の
持
続
的

な
発
展
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
研
究
は
単

独
で
は
成
り
立
つ
も
の

で
は
な
く
臨
床
と
教
育

と
の
三
位
一
体
。
常
に

リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を

持
っ
て
診
療
に
あ
た
り
、
そ
こ
か
ら
生

じ
た
疑
問
を
研
究
で
解
決
し
て
い
く
。

そ
れ
を
実
践
で
き
る
の
が
大
学
病
院
の

強
み
で
す
」

医
局
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
り

誰
が
欠
け
て
も
い
け
な
い

琉
球
大
学
小
児
科
は“
多
様
性
”も
大

き
な
強
み
だ
。
働
き
方
や
専
門
分
野
の

選
択
肢
が
多
く
、
一
人
ひ
と
り
の
価
値

観
や
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
研
鑽

を
積
む
こ
と
が
で
き
、伸
び
伸
び
と
力

を
発
揮
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
。
中
西

先
生
は
そ
ん
な
小
児
科
医
局
の
特
徴
を

こ
う
例
え
た
。

「
医
局
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
似
て
い
ま

す
。
一
つ
の
曲
を
作
り
上
げ
る
の
に
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
き
続
け
て
い
る
人

も
い
れ
ば
、
シ
ン
バ
ル
を
3
回
し
か
叩

か
な
い
人
も
い
る
。
で
も
、シ
ン
バ
ル
が

欠
け
て
し
ま
え
ば
、そ
の
曲
は
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
一
つ
の
曲
を
奏
で
る
の
に

誰
も
欠
け
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
全

員
が
理
解
し
、み
ん
な
で
協
力
、助
け
合

い
な
が
ら
、一
つ
の
曲
を
作
り

上
げ
る
。
そ
ん
な
場
所
で
す
」

座
右
の
銘
は“
随
処
作
主

（
ず
い
し
ょ
に
し
ゅ
と
な
る
）”。

自
分
の
置
か
れ
た
場
所
で
、主

体
的
に
努
力
す
る
こ
と
。
中

西
先
生
は
若
手
医
師
た
ち
に

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
描
く
際
の

大
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
。

「
所
属
す
る
組
織
の
た
め
に
自
分
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
。
与
え
ら

れ
た
場
所
で
主
体
的
に
努
力
を
続
け
る
。

目
先
の
こ
と
だ
け
で
将
来
の
可
能
性
を

狭
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
長
期
的

展
望
に
立
っ
て
い
ろ
ん
な
経
験
を
主
体

的
に
積
み
、
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る

努
力
を
し
て
ほ
し
い
」

そ
し
て
中
西
先
生
は
小
児
科
医
と
し

て
医
師
人
生
を
歩
む
魅
力
を
、
満
面
の

笑
み
で
こ
う
語
っ
た
。

「
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、何
よ
り
も
の
大
き
な
喜
び
。
こ

れ
は
理
屈
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
僕
が
こ

れ
ま
で
医
師
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
小

児
科
医
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
そ
う
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

そ
ん
な
中
西
先
生
が
舵
取
り
を
す
る

琉
球
大
学
小
児
科
で
、“
多
く
が
集
い
、

力
を
合
わ
せ
、明
る
く
楽
し
く
”を
モ
ッ

ト
ー
に
、子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
喜
び

を
日
々
実
感
し
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
を
歩

む
。
琉
球
大
学
で
小
児
科
医
と
し
て
成

長
し
て
い
く
こ
と
は
、
楽
し
く
充
実
し

た
医
師
人
生
を
歩
む
こ
と
で
も
あ
る
。

0101##

沖縄の
小児医療を担う
医師たち

Muru UchinaMuru Uchina
VoiceVoice

琉球大学大学院 医学研究科
育成医学（小児科） 教授
琉球大学病院 副病院長

中西 浩一 先生 Koichi Nakanishi

専門分野は小児腎臓病。神戸大学医学部
卒業後、同大学小児科に入局。米ケースウ
エスタンリザーブ大学留学を経て、2000
年に和歌山県立医科大学小児科。小児腎
疾患を専門に小児希少疾患や臨床研究に
尽力。2017年より現職。日本小児科学会
小児科専門医・指導医、日本小児腎臓病学
会理事長、日本腎臓学会専門医・指導医・
理事、医学博士

［出 身 地］ 大阪府

［ 出身大学］神戸大学医学部（1989年卒）

臨
床
・
研
究
・
教
育
は
三
位
一
体

沖
縄
の
小
児
医
療
の＂
発
展
＂を
担
う

I n t e r v i e w e eI n t e r v i e w e e

趣味

音楽鑑賞、ドラム演奏

好きな郷土料理
あぐー豚のしゃぶしゃぶ

沖縄の魅力

色々な意味で暖かい

オススメのスポット

首里城
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大
切
な
の
は
支
え
る
医
療

実
感
し
た“
在
宅
の
力
”

K
u
k
u
r
u
き
っ
ず
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
、障
が
い
や
先
天
性
疾
患
を
持
つ
子
ど

も
の
た
め
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
診
療
、短
期

入
所
、訪
問
診
療
に
よ
っ
て
在
宅
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
、レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
も
行
う
。

院
長
を
務
め
る
當
間
隆
也
先
生
の
専

門
は
小
児
の
先
天
異
常
だ
。
臨
床
遺
伝

科
医
と
し
て
沖
縄
県
立
南
部
医
療
セ
ン

タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
に
も
勤
務

し
た
が
、
小
児
在
宅
医
療
の
道
に
進
む

た
め
に
退
職
。
縁
あ
っ
て
、当
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
院
長
に
就
任
し
、
医
療
的
ケ
ア
児

と
そ
の
家
族
の
生
活
を
支
え
な
が
ら
、

現
在
も
同
セ
ン
タ
ー
に
週
一
回
通
い
、

遺
伝
相
談
外
来
や
研
究
も
行
っ
て
い
る
。

「
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
病
院
で
長

く
診
て
き
て
感
じ
た
の
は
、こ
の
子
た

ち
に
必
要
な
の
は
病
院
で
診
る
医
療
で

は
な
く
生
活
を
支
え
る
医
療
だ
と
い
う

こ
と
。
医
療
技
術
の
進
歩
で
医
療
的
ケ

ア
児
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
治
療
後
の

生
活
を
診
る
フ
ォ
ロ
ー
体
制
は
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
」

當
間
先
生
が
小
児
在
宅
医
療
に
携

わ
っ
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
病
院
で

は
悪
く
な
っ
て
い
く
と
予

測
さ
れ
て
い
た
重
症
な
子

ど
も
が
、
家
に
帰
る
と
元

気
に
な
る
こ
と
だ
。

「
家
族
の
絆
や
愛
情
が
身

近
に
あ
る
こ
と
が
、
い
か

に
大
切
な
こ
と
な
の
か
。“
在
宅
の
大
き

な
力
”を
実
感
し
ま
し
た
」

沖
縄
県
は
小
児
在
宅
医
療
実
技
講
習

会
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
10
県
の
中
の

一
つ
で
あ
り
、
小
児
在
宅
医
療
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
も
課
題
だ
。
當
間
先
生

は
2
0
2
4
年
に
沖
縄
県
医
師
会
の
理

事
に
就
任
。
小
児
在
宅
医
療
を
広
げ
る

た
め
、
県
内
の
小
児
科
医
全
員
と
課
題

を
共
有
し
、
み
ん
な
で
解
決
し
て
い
き

た
い
と
決
意
を
新
た
に
す
る
。

「
医
療
は
予
防
が
主
だ
と
思
う
ん
で
す
。

病
気
に
な
っ
て
病
院
に
行
く
の
で
は
な

く
、病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
、予
防
接
種

や
健
康
管
理
で
病
院
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
時
間
外
診
療
も
減
っ
て
い
く
。

そ
れ
が
自
分
の
理
想
と
す
る
沖
縄
の
小

児
医
療
で
す
」

“
病
院
ら
し
く
な
い
病
院
”で

子
ど
も
と
家
族
を
笑
っ
て
帰
す

院
内
は
優
し
い
木
目
調
で
、か
わ
い
い

動
物
の
イ
ラ
ス
ト
や
子
ど
も
た
ち
の
写

真
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
屋
上
に
は
プ
ー
ル
が

完
備
さ
れ
、夏
に
は
子
ど
も
た
ち
が
沖
縄

の
青
空
と
水
遊
び
を
楽
し
む
。
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
コ
ン
セ
プ
ト
は“
病
院
ら
し
く
な
い

病
院
”だ
。
先
天
異
常
で
治
療
法
が
な
く
、

寝
た
き
り
で
あ
っ
て
も
、目
や
耳
が
不
自

由
で
あ
っ
て
も
、當
間
先
生
は
普
通
の
子

ど
も
と
同
じ
よ
う
に
接
す
る
。
當
間
先
生

が
診
療
の
際
、い
つ
も
心
が
け
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、“
子
ど
も
と
家
族

を
笑
っ
て
帰
す
”こ
と
だ
。

「
診
察
室
は
お
ま
け
み
た
い
な
も
の

（
笑
）。
当
院
は
子
ど
も
と
家
族
が
笑
顔

に
な
る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

同
院
で
は
医
学
生
の
実
習
も
受
け
入

れ
て
お
り
、小
児
在
宅
医
療
を
体
験
し
、

将
来
、そ
の
道
に
進
む
医
師
が
一
人
で
も

多
く
誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

「
普
段
診
て
い
る
障
が
い
の
あ
る
子
の

き
ょ
う
だ
い
児
が
医
学
部
に
入
り
、『
将

来
、先
生
の
よ
う
に
な
り
た
い
の
で
、こ

こ
で
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
ま
せ

ん
か
』と
言
っ
て
く
れ
た
。
自
分
が
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
家
族
に

認
め
て
も
ら
え
た
。
そ
の
こ
と
が
す
ご

く
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
」

院
内
に
は
看
護
師
た
ち
が
子
ど
も
に

話
し
か
け
る
明
る
い
声
が
響
い
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
が
変
装
し
て
、
子
ど
も
を
一

所
懸
命
に
楽
し
ま
せ
る
。
そ
の
光
景
を

優
し
い
笑
顔
で
見
つ
め
る
當
間
先
生
が

い
る
。
院
内
は
笑
い
声
で
一
杯
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち

の
表
情
が
活

き
活
き
と
輝

く
。
こ
こ
に

は
医
療
の
本

質
が
あ
る
。 い

な
が
ら
、一
つ
の
曲
を
作
り

上
げ
る
。
そ
ん
な
場
所
で
す
」

座
右
の
銘
は“
随
処
作
主

（
ず
い
し
ょ
に
し
ゅ
と
な
る
）”。

自
分
の
置
か
れ
た
場
所
で
、主

体
的
に
努
力
す
る
こ
と
。
中

西
先
生
は
若
手
医
師
た
ち
に

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
描
く
際
の

大
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
。

「
所
属
す
る
組
織
の
た
め
に
自
分
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
。
与
え
ら

れ
た
場
所
で
主
体
的
に
努
力
を
続
け
る
。

目
先
の
こ
と
だ
け
で
将
来
の
可
能
性
を

狭
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
長
期
的

展
望
に
立
っ
て
い
ろ
ん
な
経
験
を
主
体

的
に
積
み
、
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る

努
力
を
し
て
ほ
し
い
」

そ
し
て
中
西
先
生
は
小
児
科
医
と
し

て
医
師
人
生
を
歩
む
魅
力
を
、
満
面
の

笑
み
で
こ
う
語
っ
た
。

「
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、何
よ
り
も
の
大
き
な
喜
び
。
こ

れ
は
理
屈
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
僕
が
こ

れ
ま
で
医
師
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
小

児
科
医
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
そ
う
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

そ
ん
な
中
西
先
生
が
舵
取
り
を
す
る

琉
球
大
学
小
児
科
で
、“
多
く
が
集
い
、

力
を
合
わ
せ
、明
る
く
楽
し
く
”を
モ
ッ

ト
ー
に
、子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
喜
び

を
日
々
実
感
し
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
を
歩

む
。
琉
球
大
学
で
小
児
科
医
と
し
て
成

長
し
て
い
く
こ
と
は
、
楽
し
く
充
実
し

た
医
師
人
生
を
歩
む
こ
と
で
も
あ
る
。
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沖縄の
小児医療を担う
医師たち

Muru UchinaMuru Uchina
VoiceVoice

沖縄県医師会 理事
Kukuruきっずクリニック 院長

當間 隆也 先生 Takaya Toma

〒902-0072 沖縄県那覇市真地216-17　TEL：098-888-5996　https://kukuruokinawa.com

専門は臨床遺伝学。琉球大学医学部卒業後、
同病院 に て 小児科研修。1994年、琉球大
学大学院医学研究科生態制御系専攻修了。
2006年、沖縄県立南部医療センター・こども
医療センター小児科副部長、2007年、同セン
ター小児神経科部長、2010年、わんぱくクリ
ニック副院長、2021年から現職。日本小児
科学会小児科専門医、日本人類遺伝学会臨床
遺伝専門医、医学博士

［出 身 地］ 沖縄県島尻郡豊見城村（現・豊見城市）

［ 出身大学］琉球大学医学部（1989年卒）

障
が
い
児
と
家
族
が
笑
顔
に
な
る

小
児
在
宅
医
療
の
充
実
を
目
指
し
て

I n t e r v i e w e eI n t e r v i e w e e

趣味

おいしい物を
飲んで食べること、
読書

良 い 意味 で 適当（ テ ー
ゲー）。建前が苦手で本音
で話してくれるのでこち
らも本音でやりやすい

好きな郷土料理

モットー

豊見城のみーや小
（ミーヤグワー）のみそ汁

正直に楽しく生きる

OFFの過ごし方

ゆっくりする、
本や漫画を読む、
庭いじり

沖縄の住民の印象は？
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ムルウチナー検定
答え

Muru Uchina Test
Q1.C波照間島 / Q2.A焼き物 / Q3.Aリュウキュウマツ / Q4.A何とかなるさ / Q5.B1959年

Q6.A混ぜ合わせる / Q7.B炊き込みご飯 / Q8.C色鮮やかで豊富なカラー / Q9.B先祖を迎え供養する盆行事 / Q10.A琉球ゴールデンキングス

未来の
うちなんちゅ

正解が
0〜3問

THE
うちなんちゅ

正解が
4〜6問

スーパー
うちなんちゅ

正解が
7〜9問

ミラクル
うちなんちゅ

全問
正解

答え欄
Q.01 沖縄の中で最南端に位置する有人島はどこ?
A 石垣島 B 西表島 C 波照間島

Q.02 沖縄の伝統的な焼き物「やちむん」の語源は何を意味する?
A 焼き物 B 土の宝 C 火の器

Q.03 沖縄県の県木に指定されているのは何の木?
A リュウキュウマツ B ビロウ C ガジュマル

Q.04 沖縄の方言でよく使われる「なんくるないさ」の意味は?
A 何とかなるさ B ありがとう C お疲れさま

Q.05 オリオンビールが初めて発売されたのは何年?
A 1947年 B 1959年 C 1975年

Q.06 ゴーヤチャンプルーの「チャンプルー」とはどんな意味?
A 混ぜ合わせる B 炒める C 切り刻む

Q.07 沖縄料理の定番「ジューシー」はどんな料理?
A 豆腐料理 B 炊き込みご飯 C デザート

Q.08 沖縄の工芸品として有名な「琉球ガラス」の特徴は何?
A 透明度が非常に高い B 割れにくい特殊加工 C 色鮮やかで豊富なカラー

Q.09 八重山地方に伝わる伝統芸能「アンガマ」とはどのような行事?
A 豆を投げ合う行事 B 先祖を迎え供養する盆行事 C 海で踊る祭り

Q.10 沖縄を本拠地とするB.LEAGUE所属のプロバスケットボールチームは?
A 琉球ゴールデンキングス B 琉球ゴールデンボーイズ C 琉球レッドキングス
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沖縄県地域医療支援センター
琉球大学病院

Okinawa Community Medicine Support Center

発 　 行

http://www.chi.med.u-ryukyu.ac.jp/

〒9 0 1 - 2 7 2 5
沖縄県宜野湾市字喜友名1 0 7 6番地

T E L：0 9 8 - 8 9 4 - 1 4 0 1
E - M a i l：c h i @ w 3 . u - r y u ky u . a c . j p

「Muru Uchina（ムルウチナー）」第13号をお届けしましたが、いかがでしたでしょうか。

沖縄県地域医療支援センターは医師の地域偏在解消を目的とする組織です。

この冊子で少しでも私たちの想いをお伝えすることができれば幸いです。

ご意見・ご感想などお待ちしております。

オール沖縄で医師のキャリアを考えるマガジン

Vol.1 Vol.2 Vol.3 Vol.4 Vol.5 Vol.6

Vol.7 Vol.8 Vol.9 Vol.10 Vol.11 Vol.12

ムルウチナー バックナンバー
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沖縄県地域医療支援センター
琉球大学病院
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Okinawa Community Medicine Support Center

〒901-2725 沖縄県宜野湾市字喜友名1076番地
TEL：098-894-1401
E-Mail：chi@w3.u-ryukyu.ac.jp

http://www.chi.med.u-ryukyu.ac.jp/
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